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草津コホート研究の概要、研究成果、ならびに今後の課題 

 

東京都健康長寿医療センター研究所（旧：東京都老人総合研究所）と群馬県草津町は、

2001 年からから現在に至るまでの 13 年間、高齢者の健康余命の延伸、介護保険・医療

保険の安定的運営を目的にして共同研究事業 1)を実施してきた。その内容は、2001 年の

「悉皆アンケート調査」を皮切りに、その後、「にっこり健診（生活習慣病のチェック＋

高齢者総合機能評価」、「介護予防教室」、「日本動脈硬化縦断研究」へと拡大した。 

これまでに実施してきた「にっこり健診」や「悉皆アンケート調査」は、草津コホー

ト研究として位置づけられ、地域在宅高齢者の身体・心理・社会的健康度を長期間包括

的に調べたデータとして貴重である。2002 年以降毎年実施している「にっこり健診」で

は、過去 12 回の調査に 1,694 名が参加し、述べ参加者数は 6,685 名である。一方の「悉

皆アンケート調査」は、2001 年以降の隔年に実施されており、過去 6 回の調査の応答

率は最低 91.0%、最高 98.8%と高い悉皆性が保たれている。 

本抄読会では、先ず、草津コホート研究の歩みや、データを収集する現場の雰囲気を

紹介する。次に、上記共同研究事業の成果 2)として、草津町にどのように貢献したのか

を考察する。また、得られたデータを研究に活用した事例として、研究論文 3、4)を紹介

する。最後に、当研究所が草津コホート研究データを用いて分析したいと考えている内

容を紹介し、今後の課題を整理する。 
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